
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ５４．輸入貨物取扱実績データ 
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１．業務概要 

航空データのうち、通関業者が取り扱った前月分輸入貨物の以下の実績件数を税関官署別に提供する。 

（１）以下の手続き（以下、「輸入申告等」という。）の許可・承認実績件数。 

①輸入申告（輸入許可前貨物引取（以下、「ＢＰ」という。）承認申請を含む。） 

②輸入申告（少額関税無税）（ＢＰ承認申請を含む。） 

③輸入（引取）申告（特例委託及び蔵出輸入（引取）申告を含む。） 

④蔵出輸入申告（ＢＰ承認申請を含む。） 

⑤移出輸入申告（原料課税となる申告を含む。ＢＰ承認申請を含む。） 

⑥総保出輸入申告（原料課税となる申告を含む。ＢＰ承認申請を含む。） 

⑦蔵入承認申請（機用品蔵入承認申請を含む。） 

⑧移入承認申請 

⑨総保入承認申請 

⑩展示等申告 

⑪輸入マニフェスト通関申告 

（２）特例申告の実績件数（特例委託及び一括特例申告を含む。） 

（３）特例申告期限内訂正の実績件数（特例委託を含む。） 

（４）修正申告（特例修正申告を含む。）の実績件数 

（５）関税等更正請求の更正実績件数 

（６）保税運送申告の承認実績件数 

（７）以下の貨物取扱等の取扱実績件数 

①内容点検・その他 

②改装・仕分け 

 

２．提供概要 

（１）周期  ：月次（毎月１日） 

（２）出力先 ：通関業 

（３）出力単位：利用者単位 

（４）出力形態：配信 

 

３．作成条件 

（１）収集処理 

輸入申告ＤＢ、移出輸入申告ＤＢ、輸入マニフェスト通関申告ＤＢ、機用品蔵入承認ＤＢ、修正申告

ＤＢ、関税等更正請求ＤＢ、保税運送申告ＤＢ及び輸入貨物情報ＤＢより以下のいずれかに合致するデ

ータを収集する。 

なお、航空データのみを収集する。 

（Ａ）輸入申告等許可・承認データ 

許可・承認年月日が前月であるもの。 

ただし、予備申告・申請のデータは許可・承認の時点で収集する。 

なお、輸入（引取・特例）申告（特例委託及び蔵出輸入（引取・特例）申告を含む。）については、

輸入（引取）許可に係るデータを収集する。 

（Ｂ）特例申告データ 

特例申告年月日が前月のもの。 

なお、輸入（引取・特例）申告（特例委託及び蔵出輸入（引取・特例）申告を含む。）については、

特例申告に係るデータを収集する。 
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（Ｃ）特例申告期限内訂正データ 

特例申告期限内訂正年月日が前月のもの。 

なお、特例申告期限内訂正を複数回実施した場合は、実施回数分収集する。 

（Ｄ）修正申告データ 

修正申告年月日が前月のもの。 

（Ｅ）関税等更正請求データ 

審査終了年月日が前月のもの。 

（Ｆ）保税運送承認データ 

承認年月日が前月のもの。 

（Ｇ）貨物取扱等データ 

①貨物取扱登録または貨物取扱許可が前月に行われたのもの。 

ただし、貨物取扱許可申請に伴う貨物取扱登録を行った場合は、収集しない。 

②貨物取扱登録または貨物取扱許可の取消しが前月に行われたもの。 

（２）計上処理 

（Ａ）輸入申告等許可・承認件数 

輸入申告等許可・承認データについて、以下の通り計上する。 

なお、ＢＰ承認後、輸入許可前引取貨物の輸入申告（以下、「ＩＢＰ」という。）が許可された申

告についてはＢＰ承認とＩＢＰ許可で２件計上する｡ 

①申告等種別別、大額・少額別、申告納税（ＭＤＡを除く）・賦課課税別、関税の有税・免税・無税

別及び通常申告・予備申告別に件数及びつづき枚数を計上する。 

ただし、輸入申告（少額関税無税）及び輸入マニフェスト通関申告についてはつづき枚数を計上し

ない。 

なお、原料課税となる申告については、製品の申告欄数より出力したつづき枚数を計上する。 

②検査扱いとなった輸入申告等の検査区分別及び通常申告・予備申告別の件数を計上する。 

ただし、ＩＢＰ及び機用品蔵入承認申請については計上しない。 

③総申告価格合計を大額・少額・輸入マニフェスト通関申告別及び通常申告・予備申告別に計上する。 

ただし、ＩＢＰについては計上しない。 

（Ｂ）特例申告件数 

特例申告データについて、関税の有税・免税・無税別に件数を計上する。 

（Ｃ）特例申告期限内訂正件数 

①特例申告期限内訂正データについて、関税の有税・免税・無税別に件数を計上する。 

なお、特例申告期限内訂正を複数回実施した場合は、実施回数分計上する。 

②総申告価格合計については計上しない。 

（Ｄ）修正申告件数 

修正申告データについて、件数及びつづき枚数を計上する。 

（Ｅ）関税等更正請求件数 

関税等更正請求データについて、件数及びつづき枚数を計上する。 

（Ｆ）保税運送申告承認件数 

保税運送申告承認データについて、件数を計上する。 

なお、保税運送申告のうち、運送種別が一般運送または検疫の経由運送についてのみ計上する。 

（Ｇ）貨物取扱等件数 

貨物取扱等データについて、貨物取扱等種別別及び登録・取消別に件数を計上する。 
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（３）編集処理 

（Ａ）システムに要出力として登録されている利用者の場合のみ出力する。 

（Ｂ）ソート条件は以下の順とする。 

あて先官署コード 

（Ｃ）データが存在しない場合は、「データ有無識別」に「０」を設定し、その旨を送付する。 

（Ｄ）管理資料情報出力イメージは、「ＣＳＶ電文フォーマット」を参照。 

（Ｅ）出力項目の詳細は、「出力項目表」を参照。 
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４．特記事項 

（１）関税の有税、免税、無税への具体的計上方法を以下の表に示す。 

○：該当計上区分 

有税 特恵無税 免税 無税 計上区分 

   ○ 無税 

  ○  免税 

  ○ ○ 

 ○   有税 

 ○  ○ 

 ○ ○  

 ○ ○ ○ 

○    

○   ○ 

○  ○  

○  ○ ○ 

○ ○   

○ ○  ○ 

○ ○ ○  

○ ○ ○ ○ 

（２）「つづき枚数」については、以下の通り算出して出力する。 

①輸入申告等、修正申告及び関税等更正請求については、申告等欄数により、以下の通り算出する。 

②機用品蔵入承認申請については、機用品品名コードの入力数により、以下の通り算出する。 

輸入申告等 

申告欄数 

機用品蔵入承認申請 

機用品品名コード数 

修正申告 

申告欄数 

関税等更正請求 

請求欄数 

つづき枚数 

１～２ １～１５ １～２ １～２ ０ 

３～６ １６～３０ ３～５ ３～５ １ 

７～１０ ３１～４５ ６～８ ６～８ ２ 

１１～１４ ４６～６０ ９～１１ ９～１１ ３ 

１５～１８ ６１～７５ １２～１４ １２～１４ ４ 

１９～２２ ７６～９０ １５～１７ １５～１７ ５ 

２３～２６ ９１～１００ １８～２０ １８～２０ ６ 

２７～３０ － ２１～２３ ２１～２３ ７ 

３１～３４ － ２４～２６ ２４～２６ ８ 

３５～３８ － ２７～２９ ２７～２９ ９ 

３９～４２ － ３０～３２ ３０～３２ １０ 

４３～４６ － ３３～３５ ３３～３５ １１ 

４７～５０ － ３６～３８ ３６～３８ １２ 

５１～５４ － ３９～４１ ３９～４１ １３ 

５５～５８ － ４２～４４ ４２～４４ １４ 

５９～６２ － ４５～４７ ４５～４７ １５ 

６３～６６ － ４８～５０ ４８～５０ １６ 

６７～７０  ５１～５３ ５１～５３ １７ 

７１～７４  ５４～５６ ５４～５６ １８ 
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７５～７８ － ５７～５９ ５７～５９ １９ 

７９～８２ － ６０～６２ ６０～６２ ２０ 

８３～８６ － ６３～６５ ６３～６５ ２１ 

８７～９０ － ６６～６８ ６６～６８ ２２ 

９１～９４ － ６９～７１ ６９～７１ ２３ 

９５～９８ － ７２～７４ ７２～７４ ２４ 

９９ － ７５～７７ ７５～７７ ２５ 

－ － ７８～８０ ７８～８０ ２６ 

－ － ８１～８３ ８１～８３ ２７ 

－ － ８４～８６ ８４～８６ ２８ 

－ － ８７～８９ ８７～８９ ２９ 

－ － ９０～９２ ９０～９２ ３０ 

－ － ９３～９５ ９３～９５ ３１ 

－ － ９６～９８ ９６～９８ ３２ 

－ － ９９ ９９ ３３ 

③特例申告、特例申告期限内訂正及び輸入マニフェスト通関申告については、算出しない。 

 


